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　我々の施設では，これまで口腔領域扁平上皮癌に対

して動注，放射線同時併用療法を行ってきた。最近で

は，さらにその治療効果を高めるため，透視下に腫瘍

栄養血管ヘカニューレを超選択的に挿入し，動注，放

射線同時併用療法を行っているので報告した。

　方法：通法に従い，局麻下に浅側頭動脈より逆行性

にカニュレーションを行い，カニューレの先端を腫瘍

栄養血管の分岐部に留置する。次に，透視下にカ

ニューレの先端を腫瘍栄養血管へ超選択的に挿入留置

する。超選択的カニュレーション後，BLM，　MTXお

よびCDDPの3剤併用動注化学療法を放射線療法と

併用し行った。放射線療法の併用は1クール目の

CDDP持続動注開始とともに開始することを原則と

した。

　結果：22例に対して超選択的カニュレーションを

行った。部位別では，舌14例，下顎歯肉5例，頬粘膜

2例，口底1例であった。1987年VICCによるTNM

分類では，T15例，　T210例，　T32例，　T45例であっ

た。Stage別分類ではStage　I　5例，　StageH　8例，

Stage皿4例，　StageW　5例であった。治療後の臨床効

果はCR19例であり，　CR率は86．4％であった。　C

R19例中17例にっいては原発巣の再発なく経過して

いる。3例には頚部後発転移を認め，頚部郭清術を

行った。5年累積生存率は81．6％であった。

　公衆歯科保健活動を展開していくためには，その地

域の歯科保健状況の把握は必須である。このため，盛

岡地域歯科保健連絡協議会は専門部会を設け地域の

データベース作成をめざしている。

　1997年6月，紫波町が実施している20歳以上を対

象とした成人総合健診の流れの中でWHOの診査基準

に準拠し，622名にっいて歯科保健調査を実施した。

集計対象者数は20代3名と90代2名を除いた617名

である。結果は以下の通りである。

（1）各年齢階級における一人平均現在歯数は，30代で

24．4歯，40代で23、7歯，50代で18歯，60代で14．8

歯，70代で11．1歯，80代で9．3歯であった。（2）歯冠部

う蝕の未処置歯数は各年代とも平均値で1歯以下であ

り，う蝕の治療はよく行われていた。（3）1人平均の根

面う蝕歯数（未処置歯数と処置歯数の合計）は30代で

0．7歯，40代で1．8歯，50代で1．7歯，60代で1．6歯，

70代で1．3歯，80代で1．8歯であった。（4）CPITNの個

人最大Codeの分布では，　Code　2（歯石沈着のある

者）及びCode　3（4～5㎜のポケットを有する者）が

30代，40代ともに約7G％，50代で約60％であった。

（5）上下顎無歯顎者率は，50代で3．0％，60代で6．8％，

70代で21．6％，80代で36．4％であり，増齢とともに

急激に増加していた。（6儀歯作成又は修理の必要な者

の割合は，30代で2．9％，40代で203％，50代で

24．4％，60代で33．8％，70代で36．0％，80代で27．3％

であった。

　これらの結果から，紫波町の成人は平成5年度の歯

科疾患実態調査と比べて残存歯数が20代から50代に

かけて2～3歯少ない状況であった。歯の喪失原因の

2大疾患であるう蝕と歯周疾患のうち，う蝕に関して

は処置がよくなされていたが，歯周疾患は放置されて

いることが推察された。今後，住民の口腔衛生思想の

向上とともに「かかりつけ歯科医」などによる定期管

理が重要である。


